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 １学期 無事終了!  ～有意義な夏休みを～         
本日、無事に１学期の終業式を迎えることができました。保護者の皆様には、７１日に及ぶ１学期間、本

校の教育活動にご理解・ご協力いただき、ありがとうございました。この１学期を、ご家庭ではどのように

振り返っていらっしゃいますでしょうか。４月以降、修学旅行や体育祭といった大きな行事や総合学習の諸

活動等が続きましたが、どの学年も実りの多い活動にすることができました。また、日頃の授業や委員会活

動、部活動や清掃に、いつも明るく熱心に取り組む姿に感心させられることも多くありました。生徒たちは、

それぞれが確かな一歩を踏み出し、それぞれの歩幅で成長を遂げたと感じております。ご家庭でも、この１

学期にお子さんが頑張ってきたことや伸びているところをたくさん褒めていただければと思います。 

～全員元気に２学期を迎えるために～ 
先日テレビで、海や川の事故で児童生徒が亡くなるというたいへん痛ましいニュースを目にしました。毎

年この時期になると同様の事故が多数報道されます。学校では、生徒たちを被害者にも加害者にもさせない

ために、交通事故防止や水難事故防止、ＳＮＳの使用に関連するトラブル防止について繰り返し指導をして

います。ぜひご家庭でも、自分も他人も傷つけず、自他の命を守ることを最優先に生活するよう、折に触れ

てお話しいただければと思います。 

 

生徒の皆さん、期間が長く、しかも学校の勉強が進まない夏休みは、皆さんが自分の力

で自分を伸ばす大切な時間です。学校で勉強したつもりでいたけれど聞き流していなか

っただろうか、勉強したことは本当に身に付いているのだろうか、自分一人の力ででき

るようになっているかを確かめる時間です。また、普段は学校生活優先で十分にできてい

ない家庭の中の仕事や役割を再確認し、できるようにするのにもよい時間です。忙しいときはつい、目先の

ことばかりにとらわれがちですが、自分の将来のことを考え、身に付けたいこと・身に付けておくべきこと

を確かめ、できるようにするためにも、この夏休みは打ってつけ（ちょうどいい時期）です。１学期の間に

皆さんの中で芽吹いた芽を、強く大きく育てるために、この夏休みを十分に活用してほしいと願っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過日お知らせしたとおり、８月１９日（土）に、

ＰＴＡ親子奉仕作業を行います。夏季休業中では

ありますが、ご協力のほど、どうぞ

よろしく願いいたします。当日は

暑くなることも予想されますの

で、熱中症には十分ご注意いただ

き、暑さ対策をお願いいたします。 

先日は、学校評価に関するアンケート調査にご協力

をいただき、ありがとうございました。結果について

は、後期（２学期）のアンケート実施後、お伝えしま

すが、今後も保護者の皆様と連携を密にしながら、子

供たちの健やかな成長を目指して支援に努めていき

たいと思います。気がかりなことがありましたら、夏

季休業中でも気軽にご相談ください。 

「ＰＴＡ親子奉仕作業」を行います 「学校評価アンケート」ご協力ありがとうございました 



～この１ヶ月の学校生活より～ 

 
 

 

７月１３日（木）に実施した「IWAKI Innovation 

Challenge 2023」の２講座目では、アート思考とデ

ザイン思考について学びました。製品やサービスを

開発する際には、自分自身の発想を元にしながらも、

お客様のニーズに応えていく必要があります。両方

の視点を大切にしながら、どういった過程を経て製

品を産み出すか、友達の「理想のペンケース」を開発

する活動を通して体験的に学んでいました。この学びを、２学期以降の防災課題解決のためのビジネスプラン作

りに役立てていきます。 
 

 

 

７月８日（土）に開催された【いわき南地区中学生弁論大会】に、本校を代表

して３年 面川尊昌くんが出場しました。「地域と共に」と題した弁論では、生ま

れ育った入遠野への思いや遠野地区が直面する少子高齢化の現状、地域に活力を

与えるために中学生の自分にできること等を、力強く堂々と述べました。伝えた

い思いと視線の配り方、声の調子等が一体となり、聞く人の心に迫るすばらしい

弁論でした。 
 

 

 

７月６日（木）５・６校時の総合的な学習の時間に、職業講話を行いました。３名の方（こいと旅館、新常磐

交通観光、遠野地区地域おこし協力隊より）に講師としてお越しいただき、現在の職業に至るまでの経験やその

職業の魅力、業務内容、日々大切にしていること

や感じたことなどをそれぞれの立場で、お話しい

ただきました。様々な価値観に触れることで、働

くとはどういうことで、今自分たちは何をすべき

なのか、職業や仕事、進路について考える貴重な

時間になりました。 
 

 

 

６月３０日（金）の３～６校時の総合的な学習の時間に「里山体験」を行いました。地域・郷土への理解を深

め郷土愛を育むことを目的に、本校で長年行っている活動で、今年度は「和紙と楮を使って行灯を作る講座」と、

「竹を交互に編んで竹かごを作る講座」に分かれて活

動しました。小学校での経験を踏まえ、例年よりも竹細

工作りの難易度が上がったことから、途中苦戦する姿

も見られましたが、教え合ったり励まし合ったりしな

がら、協力して取り組んでいました。作業を通して、伝

統技能の難しさや、文化を繋ぐ大切さを実感したので

はないかと思います。 
 

【教育目標】   

■進んで学び創造力のある生徒 

■心豊かで思いやりのある生徒 

■心身共にたくましい生徒   
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職 業 講 話 ～地域で働く方々から学ぶ～ 

里山体験活動 ～入遠野の伝統技能に触れて～ 

 

IWAKI Innovation Challenge 2023 【2講座目】 ～防災ビジネスプラン作りに向けて～ 

 

いわき南地区中学生弁論大会 ～「地域と共に」～ 
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